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塩岩地域 (Yuan, 1991) では， ドリーネ，ポリ
工，カレンフェルトなど多様なカルスト地形を
つくり出している（たとえば， Clayton and 
Johnson, 1985 ; Jennings, 1985) . 
野外で石灰岩の溶解星を調べた研究がいく



























(Ki) , 青森県八戸 (Ha) , 福島県阿武隈
(Ab) , 栃木県慈生 (Ku) , 埼玉県秩父
(Ch) , 滋賀県霊仙山 (Ry)' 山口県秋吉台
(Ak) , 福岡県平尾台 (Hd) , 熊本県姫浦
(Hm) , 沖縄県大宜味 (Oo) , 本部 (Mo) , 
山里 (Yz) , 琉球石灰岩 3種 (Ri, Rii, 
Riii) , そして，イングランド (En) である















採取地点 構造区 時代 主な鉱物 カサ密度 有効間隙率
('fl.cmり （％） 
北海道北見市(Ki) 常呂帯 白亜紀中後期 カルサイト 2 65 0 34 
青森県八戸市(Ha) 岩泉帯 三畳紀ーゾュう紀 カルサイト 2 69 0 23 
福島県滝根町—阿武隈(Ab) 阿武隈帯 ペルム紀 カルサイト 2 67 022 
栃木県葛生町(Ku) 足尾帯 ペルム紀 ドロマイト・カルサイト 2 76 0 21 
埼玉県秩父市(Ch) 秩父帯 三畳紀 カルサイト 2 66 0 26 
滋賀県霊仙山(Ry) 美濃帯 ペルム紀 カルサイト 2 71 0 29 
山口県秋吉町—秋吉台(Ak) 三郡帯 ペルム—石炭紀 カルサイト 2 65 0 49 
福岡県北九州市—平尾台(Hd) 三郡帯 ペルム—石炭紀 カルサイト 2 65 0 24 
熊本県姫戸町—姫浦(Hm) 肥後変成岩帯 ペルム—石炭紀 カルサイト 2 67 0 20 
沖縄県本部半島(R1) 琉球層群 第四紀 カルサイト 2 21 I 98 
沖縄県本部半島(Rii) 琉球層群 第四紀 カルサイト 2 05 3 78 
沖縄県本部半島(Rm) 琉球層群 第四紀 カルサイト 2 24 I 51 
沖縄県大宜味(Oo) 本部層 ペルム紀 カルサイト 2 67 0 32 
沖縄県本部(Mo) 与那嶺層
沖縄県山里(Yz) 今帰仁層
England, Malham Cove(En) 
n = [ (m,-m) /1. O] / /Jbulk (1) 






















カルサイト 2 67 0 21 
カルサイト 2 67 0.21 
カルサイト 2 73 0 43 
成の定量分析を CaO, MgO , Aし03, FeOrnr 
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Ri i Ku 
図ー 2 RiiiとKuにおけるタブレットの表面変化
表-3 実験終了時の陽イオン濃度
Ca2+ Mg2+ Si4+ Na+ 
Ki 15.95 0.018 0.048 0.404 
Ha 14.04 0.157 0.069 0. 155 
Ab 13.92 0.203 0.061 0.304 
Ch 13.91 0.107 0.057 0.189 
Ku I 1.12 1.454 0.055 0.101 
Ry 15.12 0.268 0.079 0.156 
Ak 15.64 0.128 0.048 0.414 
Hd 16.13 0.134 0.087 0.112 
Hm 14.56 0.191 0.065 0.067 
Ri 15.50 0.200 0.077 0.163 
Rii 13.86 0.233 0.095 0.151 
Riii 16.65 0.220 0.126 0.239 
Mo 15.58 0.106 0.086 0.164 
Oo 14.08 0.058 0.039 0.083 
Yz 14.64 0.116 0.167 0.101 
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かったのは慈生 (Ku) で11.12 ppmであった．慈




濃度の高いほうからイングランド (En, 54. 87 
ppm) , 琉球 3 (Riii, 53. 86 ppm) と続いてい
た．重炭酸イオン濃度の低いものは，毬生 (Ku,







































2) 葛生 (Ku) とその他のサンプルとの比較
慈生 (Ku) 以外のサンプルのカルンウム含有
-23-
率は54.15 wt%~55. 56 wt%の範囲内であり
（表—2) , 1 wt%程度の差しか見られなかった
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